
世界ストリート国際会議1.

●  いずれの都市も、車から人中心の空間へ転換する動きを加速させ、地球温暖化やジェンダーへの対応などに高次元で取り組んでいる。
●  タイムズスクエアは、今や世界で最も人が集まる広場である。2009 年までの 10 年間で歩行者空間を 37％から 73％まで増やし、安全性 ・
　快適性も向上させた。様々なコンテンツを取り入れながら、パブリックアートが見られる場所として世界中から集客し、周辺の店舗でも売上
　が上昇した。現在は広告を掲出することが義務化され、BID 組織の収入となる仕組みを確立している。
● シャンゼリゼのイベント経営は、額も内容もスケールが大きい。映画鑑賞やファッションショー等、多種多様なジャックや月１度の歩行者天国 
　イベントを開催している。シャンゼリゼは、フランス・ パリの文化の発信地として、世界水準でのパリを訴求するための存在でもある。
　オープンカフェにもデザインコードを設け、イスに至るまで統一されたデザインの中で、沿道の店舗が道路空間を活用している。オーバーツー
　リズムに対しては、市民がシャンゼリゼに戻ってくるよう、市民がメインストリートをどう使いたいかという視点での取り組みも展開している。
● 世界ストリート国際会議は大きな刺激を受けた２日間となった。これを励みに 2025 年の万博に向けて取り組んでいきたい。

12 月 11 ～ 12 日、 シカゴ、 メルボルン、 ニューヨーク、 パリ、
大阪のメインストリートの取り組みに携わる行政関係者･民間
団体による国際会議が開催され、｢ストリートからまちを変える｣
取り組みに関する技術や知識を共有･議論しました。
当会からは、 高橋代表、 事務局 中塚･絹原が参加しました。

関西･大阪万博に合わせて開催する｢御堂筋サテライトプラン｣に関しては、 大阪ウィーク期間のイベントの検討状況を
共有したほか、 事業者からのコンテンツ提案をお諮りし、 検討を進めることが満場意義なく決定しました。

■ まちごと万博･スマート御堂筋トライアル 参加企業等募集のプレスリリース（12/23）

御堂筋のスマートストリート化を加速させるべく、スタートアップ企業などの先端技術導入の実証実
験 ・ 実装フィールドとして御堂筋を活用することとし、万博期間の本格実装などへつなげる。
  【募集期間】 2024 年 12 月 23 日 ( 月 ) ～ 2025 年 2 月 28 日 ( 金）　　※ 詳細は当会ホームページ

  【実施時期】 2024 年 12 月 23 日～ 2025 年 9 月末までの期間

■ 回遊シンポジウム（3/25）

回遊･DX の取り組みや、スマート御堂筋トライアルなどを通じ、ウォーカブルでサスティナブルなミナミの創造を発信し、直前に迫った万博に向け
たムーブメントを作るシンポジウム　  【実施時期】 2025 年 3 月 25 日（火曜）午後

意 見
○財源の負担なく取り組めるコンテンツはメリット。提案の内容は、会が目指しているものと重なる部分がある。
○事業者については、マネタイズを自力で行なうこと、行政と連携することの２点が重要。会が事業主体になることは難しく、会として
　どう関わるか（協賛や後援なのかそれ以外なのか）は分からないが、今回の提案は、持ち込み企画に対する今後の道筋となりうる。

回遊 創出関連3.

シャンゼ リゼ大ピクニック（出典  https://www.sortiraparis.com/） ▶

関西・大阪万博 御堂筋サテライトプラン2.

■ 御堂筋サテライトプラン 検討状況
・ テントのデザインは、ブランディング強化しながらプログラムの一体感を持たせられるよう、統一したデザインとなる。当会区間のテントの色は
　グレーを希望している。この他、花飾り、バナーフラッグデザイン、インフィオラータ図案などの検討状況を共有。

■ 事業者からのコンテンツ提案　※定例会ニュースでは、ご提案の詳細は割愛し、基本的な考え方のみを紹介いたします

・ そもそも大阪は多文化＆産業の交流の街。インバウンド観光だけではない｢街｣の価値をつくり、発信･交流･出会い･共創･協働の｢街｣を目指す。
・ 御堂筋サテライトプランを機に２つの事業を開始し、事業におけるビジネス情報発信要素と一般情報発信要素から、街のイノベーションとビジ
　ネスチャンスを創造する。（＝「街」 のプラットフォーム化）

定 例 会 ニ ュース
｢ミナミ御堂筋の会｣は、ミナミの御堂筋沿道の不動産
オーナーが連携し、「世界の御堂筋」をめざして、まち
のあり方を提案し、実現に向けて働きかける団体です。
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【発行】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会　 URL：https://minami-midosuji.net/ 　Facebook：https://www.facebook.com/minami.midosuji
【問い合わせ先】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会 事務局（株式会社地域計画建築研究所　大阪事務所 内　【担当：絹原・竹林】）
　　　　　　　　  〒541-0042　大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル10F 
　　　　　　　　  TEL：06-6205-3600　FAX：06-6205-3601　E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp

沿道の管理運営5.

定 例 会
参 加 者

【 正 会 員 】

【 事 務 局 】

【 賛 助 会 員 】

【オブザーバー】

2025年 1月27日（月）16：00～  （ 会場：難波御堂筋ホール）
※定例会終了後は、エスパス・ルイ・ヴィトン大阪での鑑賞会を実施いたします

次回定例会

そ の 他 報 告事 項など6.

小林（(株)泉屋商店）、奥内（(株)オクウチサービス）、福崎（(株)スポーツタカハシ）、樋口（(株)どうとんぼり神座）、池田（(有)
泉屋）、歳内・段（光明興業(株)）、梅津・山中（(株)ベルコ）
真鍋（(株)Recoordination）、南（カンデオホテルズ大阪心斎橋）、多田（(株)ケシオン）、堤（(株)広告商事）、早川（コカ・コーラ
ボトラーズジャパン(株)）、津田（(株)松竹）、田中（白ハト食品工業(株)）、安田（東京建物(株)）、島田（東京建物不動産販売
(株)）、小林（(株)西尾レントオール）、合志（野村證券(株)）、笛田（(株)プリズム）、細田（(株)Luup）
由川（大阪府）、桐山（近鉄不動産(株)）、田中（なんばマルイ）、久保（合同会社wakka）
中塚・絹原・竹中・竹林（(株)地域計画建築研究所（アルパック））

（２）その他会員から

（1）新規入会員のご紹介

（３）事務局より報告事項

■ 2 期区間：スポンサー花壇　※スキームの詳細は調整中。

・ 企業 ・ 団体の寄付金により植付けや維持管理を行ない、花壇には寄付者のネームプレートを設置する。

■ 2 期区間：ベンチの付け替え、木質化　　3 期区間：ベンチ･サイン、覚書について
・2 期区間のモックアップベンチは、12 月中にプロトタイプに全て置き替え。難波交差点北２箇所のベンチには、   
　大阪府産木材を使用したオプションを取り付けて木質化する。
・ 3 期区間のベンチは、道路附属物ではなく占用物件の扱いとなる。

■ 適正化部会の開催（12/2）
・1/27( 月 ) からの大阪市内全域路上喫煙禁止、路上ミュージシャン、万博に向けた啓発キャンペーン等について意見交換を行なった

■ サンタバル ・ 御堂筋サンタパレード（12/1）、 ミナミカウントダウンイベント（12/31）

■ エスパス･ルイ･ヴィトン大阪の鑑賞会を次回定例会 1/27 終了後に開催予定

■ 株式会社キヌガワ 様 【賛助会員】

■ 株式会社カンデオ ・ ホスピタリティ ・ マネジメント　カンデオホテルズ大阪心斎橋 様 【テナント会員】

■ 野村證券なんば支店 合志様　2025 年相場大展望を配布（為替･株式･債権市場、内外経済展望、内外政治、ESG 等）

写真左：Bright You Namba（なんば広場）、右上：Bird on a Rock (TIFFANY）、右下：ランタンスノードーム（Hermès）▶

▲   2 期区間における 
ベンチ木質化プロジェクト

御堂筋イルミネーション4.
■ なんば広場イベント、ハイブランド ・ ポップアップイベンについて
・ ティファニーとエルメスが、御堂筋の道路空間にポップアップを設置。なんば広場
　ではイベント 「Bright You Namba」 が開催。

■ 座 ・ 御堂筋 #04 ・ クリスマスポップアップイベント開催（12/20、21）
・｢イルミネーションとあわせて楽しむ、クリスマスのミナミ御堂筋｣をコンセプトに、2024 年 12 月 20 日（金）・ 21
　日（土）に開催。イルミネーションを上から観覧できるルーフトップ・テラス、クリスマスの演出、体験・ノベルティ
　配布、休憩場所の設置、通行者インフォメーション等を展開した

■ 大阪 光の饗宴 / 御堂筋イルミネーション　 大阪府 由川努様、合同会社 wakka 久保綾佳様より
・ 由川様･久保様より事業の概要等をご説明いただき、定例会終了後には、お二人のご解説によるイルミネーション
　ツアーを開催。

五十音順に掲載
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